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I研 究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分 か りやす く記入の こと)
酵素を電極上に固定化 し、その基質特異性 を利用したセンサーを酵素センサー とよび、バイオセンサ
ーの一種である。微量成分をバイオセンサーで検出するためには測定精度の向上、すなわち酵素 と基質
の電子授受、そして酵素 と電極の電子授受 を仲介するメディエー タと酵素の電子授受効率を上げること
が当面の課題である。また酵素活性 を安定化 させ ることも測定値の信頼性を上げるために不可欠である
o。
本研究 では、ポ リ(ビニル フ ェロセ ン-co-2-ヒドロキ シエチル メタク リレー ト)(pｏly(VFc-co-HEMA))を
合成 し、 これ をメデ ィエ ー タ兼 固定化担体 として グル タルアルデ ヒ ドを用 いて酵 素を固定化 し、バ イオ
セ ンサー を作成 した。Poly(VFc-co-HEMA)と1,6-ヘキサ メチ レンジア ミン(HMDA)を電極 上で混合す る こ
とで、酵 素固定化効 率が向上 しさらに ポ リマー の表 面 に凹凸がつ き表 面積が増加 した。
ポ リマー メデ ィエ ーター を用 いた化学架橋 に よ る酵 素固 定化
Poly(VFc-co-HEMA)(溶媒 ジメチルホル ムア ミ ド)とHMDA水溶液 の混合液 をカー ボ ン電極上 に塗 布 し、
乾燥後GOx液 を塗布 し、 グル タルアルデ ヒ ドの蒸 気でGOxを架 橋 した。 作成 した グル コー スセ ンサーは
37℃ の リン酸緩衝 性食塩水(PBS)中に保存 し、24時間 ご とにグル コー ス濃 度 の測定 を行 った。
結果 と考察
p。1y(VFc-co－HEMA)は吸水 によ り膨 潤す るが、水 不溶性で あ り室温 で192時間経 過 して もメデ ィエ ータ機
能 ・グル コース 固定化能は損 なわれず 、 グル コー ス濃 度 に対応 す る応 答電 流が観 察で きた。 さ らに酵
素架橋 密度 を上 げる ことで ヒ ト体温(37℃)下 で も168時 間 まで安 定 した測 定が可能 になった(図)。ま
た、検 出限 界は25mg/dLであった。本 セ ンサー でメデ ィエー タ として機 能す るのは フェ ロセニ ウム基 で
あるが、GOxが触媒 す るグル コース酸化反応 で生 じる電子授受 反応 は、電子受容 体 として酸素分子 とフ ェ
ロセニ ウム基 が競合す る。酸素分 子が電子受容 体 として優 先的 に働 くた め[2]、基質濃度 が低い ときは電
流値が上昇 しない と考 え られた。
Poly(VFc-co－HEMA)をメデ ィエー タお よび 固定化担体 として用い たセ ンサー は、血液測定用 の グル コ
ースセ ンサー としては十分 な性能 を持 ってい る といえ る。 さらに微 量 な物質 を定量す る場 合 には更な る
感度の 向上、検 出限界の 引き下 げが求 め られ る。 そのた めには、表 面構 造の制御 、 メデ ィエー タの見直
しな どが考 え られ る。
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